
小樽商科大学 卒業論文 （平成４年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

平成4 9421 知的所有権の経済分析
平成4 9422 不完全競争と独占禁止法
平成4 9423 賃金論への回顧
平成4 9424 社会制度と個人　-ﾊｲｴｸ自由論の考察-
平成4 9425 実存としての経済
平成4 9426 我が国自動車産業の現在　-産業面・環境面からの考察-
平成4 9427 ﾊﾟﾚｰﾄの均衡理論と社会選択論　-ﾊﾟﾚｰﾄにとっての経済学の領域-
平成4 9428 環境経済学
平成4 9429 戦後ｲﾝﾌﾚからの復興とその犠牲
平成4 9430 21世紀へ向けて、高齢化社会に対応する国民医療費の考察
平成4 9431 北海道農業の課題と今後の可能性について
平成4 9432 回帰分析の内容と方法
平成4 9433 ｿ連の計画経済
平成4 9434 円の国際化と基軸通貨の複数化の可能性を求めて

平成4 9435
消費財の最適配分、効率的生産における効率性と所得分配の公正におけ
る問題

平成4 9436 地域別銘柄普及率の分析
平成4 9437 SASによる回帰分析
平成4 9438 旅行需要量の回帰分析及び交通事故と経済水準の関係の国際比較
平成4 9439 1変良ﾓﾃﾞﾙによる経済時系列分析
平成4 9440 環境と経済学
平成4 9441 計量経済学の基礎
平成4 9442 ﾊｰﾄﾞ･ﾛｯｸという伝統音楽
平成4 9443 ﾌﾗﾝｽ公企業の変遷
平成4 9444 国際連合の成立と活動
平成4 9445 国際石油産業の変遷
平成4 9446 ASEAN諸国の発展と日本の役割
平成4 9447 ｵｰｽﾄﾗﾘｱの経済発展と移民
平成4 9448 直接投資に見る日米経済摩擦
平成4 9449 戦後のｲｷﾞﾘｽ経済・社会政策史　-保守党と労働党の政策的比較-
平成4 9450 日本のODAと援助受入国のﾆｰｽﾞ
平成4 9451 １９世紀のｱｼﾞｱ三角貿易
平成4 9452 ﾌﾛﾝｶﾞｽ効果
平成4 9453 ｱﾒﾘｶ大統領と経済学　-ﾙｰｽﾞﾍﾞﾙﾄからﾚｰｶﾞﾝまで-
平成4 9454 女性意識の萌芽
平成4 9455 戦後日本の関税政策の考察
平成4 9456 EC市場統合
平成4 9457 ｱﾒﾘｶの貿易政策
平成4 9458 日本製造業の海外直接投資
平成4 9459 半導体における日米貿易摩擦
平成4 9460 ｴﾈﾙｷﾞｰ貿易と安全保障
平成4 9461 ﾋﾞｰﾙ産業と寡占
平成4 9462 西太平洋地域の経済
平成4 9463 輸入牛肉をめぐる攻防
平成4 9464 ﾊﾞﾌﾞﾙ経済崩壊の背景と今後の日本経済
平成4 9465 日本におけるﾊﾞﾌﾞﾙ経済
平成4 9466 ｱﾒﾘｶにおける銀行の証券業務参入
平成4 9467 わが国における労働時間問題
平成4 9468 ｱﾒﾘｶの経常収支
平成4 9469 日本的雇用慣行に関する一考察
平成4 9470 日本の高貯蓄率について
平成4 9471 ｱﾒﾘｶ自動車産業と日米貿易
平成4 9472 韓国の経済発展と所得分配
平成4 9473 コメ輸入自由化について
平成4 9474 日本のﾊﾟｿｺﾝ市場における参入障壁
平成4 9475 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｻｲｸﾙと日本産業
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平成4 9476 広告費･売上高でみる広告研究
平成4 9477 研究開発の経済分析とその政策のあり方
平成4 9478 日本の国際貢献
平成4 9479 札幌市交通局における､その経営改善についての考察
平成4 9480 ｵｰｸｼｮﾝに関する基礎的な考察
平成4 9481 人口の変貌
平成4 9482 韓国の経済発展と日本の役割
平成4 9483 米農業と食管制度
平成4 9484 環境経済学と自動車公害
平成4 9485 発展途上国における自由貿易
平成4 9486 造船業の産業調整
平成4 9487 二重経済の発展からみるﾀｲ経済発展と経済比較
平成4 9488 労働時間の経済分析
平成4 9489 外国人労働者
平成4 9490 北海道企業
平成4 9491 日本的経営は崩壊するか
平成4 9492 日本企業の研究開発
平成4 9493 百貨店の商品戦略と人材育成
平成4 9494 現代自動車産業比較
平成4 9495 ﾌﾞﾚｲｳﾞｧﾏﾝと疎外について

平成4 9496
国際自動車産業における大量生産ｼｽﾃﾑの導入と展開　-労働過程論から
のｱﾌﾟﾛｰﾁ-

平成4 9497 ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙの発展過程と今後の展望
平成4 9498 協同組合の歴史と特質
平成4 9499 企業市民　-新しい企業像を求めて-
平成4 9500 ｿ連の体制転換
平成4 9501 社会主義社会における労働について
平成4 9502 旧ｿ連型計画経済の変革
平成4 9503 指令経済ｼｽﾃﾑの発展ﾓﾃﾞﾙと破綻
平成4 9504 ﾊﾝｶﾞﾘｰにおける経済改革の歴史的検証
平成4 9505 ﾛｼｱの市場経済化
平成4 9506 東欧経済改革の回顧と展望
平成4 9507 ｿ連型社会主義経済体制の転換
平成4 9508 統一ﾄﾞｲﾂの課題
平成4 9509 ﾊﾝｶﾞﾘｰにおける所有形態と企業行動の変化
平成4 9510 社会主義経済ｼｽﾃﾑ構造上の矛盾
平成4 9511 圧縮記帳会計
平成4 9512 人的資源会計
平成4 9513 ﾘｰｽ会計
平成4 9514 証券分析と証券市場
平成4 9515 特許権および特許をめぐる諸問題
平成4 9516 損益の認識基準
平成4 9517 還境監査とは何か
平成4 9518 会計ﾃﾞｨｽｸﾛｼﾞｬｰ
平成4 9519 合併企業
平成4 9520 資金計算書の意義と本質
平成4 9521 現在価値会計
平成4 9522 事故株式取得の解禁について
平成4 9523 税務会計と企業関係との関係
平成4 9524 ｵﾌﾊﾞﾗﾝｽ取引と会計
平成4 9525 外貨表示財務諸表の換算問題
平成4 9526 国際会計と多国籍企業
平成4 9527 不確実性でのCVP分析と費用のありかたについて
平成4 9528 投資決定論
平成4 9529 投資決定論
平成4 9530 CVP分析への不確実性の導入　-ﾘｽｸのもとにおけるCVP分析-
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平成4 9531 投資決定論　-設備投資の検討を評価-
平成4 9532 不確実性下のCVP分析
平成4 9533 投資決定論
平成4 9534 線形計画法による損益分岐点分析
平成4 9535 投資決定論
平成4 9536 主成分分析を用いた企業評価
平成4 9537 投資決定論
平成4 9538 投資決定論
平成4 9539 活動基準原価計算についての一考察
平成4 9540 原価計算基準の考察　-経営原価計算の可能性-
平成4 9541 資本予算に関する一考察
平成4 9542 原価管理についての一考察
平成4 9543 管理会計体系論の展開について
平成4 9544 直接原価計算と外部報告目的論争
平成4 9545 経営意思決定と特殊原価調査
平成4 9546 標準原価計算に関する考察
平成4 9547 損益分岐点分析の研究
平成4 9548 予算管理と責任会計
平成4 9549 家電不況におけるCS経営
平成4 9550 一村一品運動の実像を経済面からさぐる
平成4 9551 企業ﾒｾﾅの現状と分析
平成4 9552 ﾃﾞｨｼﾗ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
平成4 9553 百貨店の自主ﾏｰﾁｬﾝﾀｲｼﾞﾝｸﾞの分析
平成4 9554 自動車業界における樹脂ﾘｻｲｸﾙ
平成4 9555 ｶﾀﾛｸﾞ通信販売の成長と業績不振について
平成4 9556 道内ﾎﾟｹｯﾄﾍﾞﾙ市場を考える
平成4 9557 ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ業界の現状と将来展望
平成4 9558 ｱﾙｺｰﾙ依存に関わる日本人の飲酒ﾊﾟﾀｰﾝ
平成4 9559 断酒会と今後のｱﾙｺｰﾙ治療
平成4 9560 分裂病の症例研究
平成4 9561 いわゆるﾋｽﾃﾘｰと現代社会における精神障害との関連
平成4 9562 小樽商科大学大学生に見られる職業適性検査の一般的傾向
平成4 9563 PFｽﾀﾃﾞｨ（ﾛｰｾﾞﾝﾂｧｲｸ絵画-不満ﾃｽﾄ）とは
平成4 9564 MMPIによるﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨ分析
平成4 9565 運転作業における疲労とその影響
平成4 9566 ﾍﾞﾝﾀﾞｰ学説とﾍﾞﾝﾀﾞｰ･ｹﾞｼｭﾀﾙﾄﾃｽﾄ
平成4 9567 D・ｳｪｸｽﾗｰによる知能検査法について
平成4 9568 北海道における葡萄栽培と北海道ﾜｲﾝ株式会社の成立
平成4 9569 転換期の米国のM&A
平成4 9570 基軸通過ﾄﾞﾙと国際通貨制度
平成4 9571 金融自由と銀行経営の変化
平成4 9572 自由化における銀行と証券の相互参入
平成4 9573 国際化する円とその展望
平成4 9574 日米経済摩擦と政策協調
平成4 9575 金融自由化の進展と制度改革の見直し
平成4 9576 ﾖｰﾛｯﾊﾟにおける通貨協力体制の変遷
平成4 9577 社債市場の発展と企業金融
平成4 9578 日本の公的金融　-財政投融資の歴史的変遷-
平成4 9579 日本の証券市場の問題点とその課題
平成4 9580 金融自由化と農協金融
平成4 9581 わが国における生命保険商品の変遷
平成4 9582 再保険とﾘｽｸ
平成4 9583 再保険を通しての国際化
平成4 9584 保険の生成と発展
平成4 9585 ｱﾒﾘｶ生保会社の経営戦略
平成4 9586 日本の生命保険会社の現状と展望
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平成4 9587 生命金融業務における安全性について
平成4 9588 保険会社における販売機関の投入について
平成4 9589 日本における医療保険について
平成4 9590 前期的保険と近代的保険
平成4 9591 公的年金制度
平成4 9592 公的年金制度の問題点とその在り方
平成4 9593 日本企業の対米進出
平成4 9594 ASEAN諸国の経済発展
平成4 9595 M&Aと日本企業の役割
平成4 9596 ﾛﾝﾄﾞﾝ市場と在外邦銀
平成4 9597 中国の経済改革と企業経営に関する考察
平成4 9598 海外現地化戦略における国際人事政策について
平成4 9599 THE BIG SIX AMERICAN ACCOUNTING FIRMS
平成4 9600 情報化社会における企業経営の在り方
平成4 9601 科学技術活動にみる日米経済構造比較
平成4 9602 若年労働力の減少に対する企業の対応
平成4 9603 ﾄﾖﾀとﾎﾝﾀﾞの製品戦略に関する考察
平成4 9604 前川製作所の研究－独立法人化にみる横溢な企業活力
平成4 9605 自動車産業と環境問題
平成4 9606 自動車産業にみる下請け中小企業の取引分散化の意義
平成4 9607 楽器産業の販売戦略
平成4 9608 自動車産業における大量生産と多品種少量生産
平成4 9609 ASEANにおける自動車産業の分業体制
平成4 9610 中国の対外経済政策に関する一考察
平成4 9611 日本の労働問題における労働時間短縮の役割
平成4 9612 企業間における競争と協調
平成4 9613 航空機事故における国家賠償責任について
平成4 9614 不法ﾖｯﾄ係留杭撤去損害賠償事件の検討
平成4 9615 教師の体罰と国家賠償
平成4 9616 予防接種禍と損失補償
平成4 9617 ｢いじめ｣と国家賠償
平成4 9618 大学における学校事故と国家賠償
平成4 9619 自衛隊事故と国家賠償
平成4 9620 原子力発電所をめぐる最近の行政訴訟
平成4 9621 「伝習館訴訟」における裁量行為
平成4 9622 空港公害と被害者救済
平成4 9623 外国人の基本的人権
平成4 9624 「過労死」をめぐる法律問題
平成4 9625 代用監獄制度についての考察
平成4 9626 公務員の労働基本権
平成4 9627 教育権の所在について
平成4 9628 選挙制度についての考察
平成4 9629 女性の人権の確立と発展
平成4 9630 違憲審査権
平成4 9631 天皇制の未来像
平成4 9632 象徴天皇制への疑問
平成4 9633 知る権利と情報公開
平成4 9634 患者の権利
平成4 9635 教科書検定と教育
平成4 9636 部落問題の現在
平成4 9637 金利規制法の問題点
平成4 9638 警察活動と国家賠償
平成4 9639 集合動産の譲渡担保
平成4 9640 抵当権の物上代位と火災保険金に対する債権との優劣
平成4 9641 自己株式の取得と自己株式取得禁止緩和論
平成4 9642 非公開株式の評価
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平成4 9643 取締役の説明義務
平成4 9644 新株の不公正発行
平成4 9645 ｶﾙﾃﾙの適用除外
平成4 9646 ｶﾅﾀﾞによるｱｲｽｸﾘｰﾑ及びﾖｰｸﾞﾙﾄの輸入制限についてのﾊﾟﾈﾙ報告
平成4 9647 EC部品反ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ規則について
平成4 9648 ｻｰﾋﾞｽ貿易における多数国間枠組の構築
平成4 9649 発展途上国の貿易問題とｶﾞｯﾄ
平成4 9650 日米構造協議における国の市場開放について
平成4 9651 ｶﾞｯﾄ農産物貿易交渉
平成4 9652 ｶﾞｯﾄ体制　-現状と強化-
平成4 9653 機能的なｾｰﾌｶﾞｰﾄﾞ･ｼｽﾃﾑの確立
平成4 9654 ｳﾙｸﾞｱｲ･ﾗｳﾝﾄﾞとｻｰﾋﾞｽ貿易
平成4 9655 EC共通農業政策改革の展望
平成4 9656 環境問題とｶﾞｯﾄ
平成4 9657 日米半導体協定に関するECのｶﾞｯﾄ提訴問題

平成4 9658
EECにおける韓国産品の輸入に対する数量制限に関するGATTﾊﾟﾈﾙ報告
について

平成4 9659 ﾛﾒ協定の向かうところ
平成4 9660 核兵器不拡散条約体制における保障措置の研究
平成4 9661 国際犯罪における刑事管轄権の考察
平成4 9662 子どもの権利条約と少年司法
平成4 9663 国連の強制行動と日本の国際貢献
平成4 9664 国連ｼｽﾃﾑの再構築
平成4 9665 看護職員の保護と国際労働基準
平成4 9666 ﾖｰﾛｯﾊﾟ人権条約に関する一考察
平成4 9667 欧州統合についての研究
平成4 9668 宇宙空間利用における国際法の現代的問題
平成4 9669 民族自決権の研究
平成4 9670 国際責任の研究
平成4 9671 内乱に対する第三国の介入
平成4 9672 国際司裁判所の管轄権についての研究
平成4 9673 ｢国連軍｣の研究
平成4 9674 深海海底に関する国際制度の研究
平成4 9675 わが国の労働時間法制の動向と問題点　-昭和62年改正法を中心に-
平成4 9676 採用内定における法的効果

平成4 9677
36協定と労働者の時間外労働義務　-日立製作所武蔵工場事件を中心と
して-

平成4 9678 ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ労働の現状　-その法的問題点と雇用対策-
平成4 9679 受働債権が差し押えられたときの相殺と相殺予約
平成4 9680 借地借家法の問題点について
平成4 9681 保険金を支払った保険者が請求権代位できる権利の範囲
平成4 9682 好意同乗を中心とする自動車損害賠償補償法第3条の諸問題
平成4 9683 生命保険契約と告知義務について
平成4 9684 製造物責任とその立法における諸問題
平成4 9685 現代日本の司法制度にある問題点
平成4 9686 民事訴訟における公害差止
平成4 9687 陪審制度の問題点と考察
平成4 9688 製造物責任法の必要性と問題点
平成4 9689 報道機関の活動と民事責任の追及
平成4 9690 審理における裁判所と当事者
平成4 9691 医療過誤訴訟における損害賠償責任
平成4 9692 ｺﾋﾟｰと著作権
平成4 9693 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの著作物性
平成4 9694 特許明細書における特許請求の範囲

平成4 9695
知的財産権制度の国際的調和における特許庁の挑戦と課題　-実用新案
制度改正案をふまえて-

平成4 9696 特許法と植物新品種保護制度　-植物新品種の保護をめぐって-
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平成4 9697 ﾚﾝﾀﾙﾚｺｰﾄﾞを巡る諸問題
平成4 9698 職務発明規定における諸問題
平成4 9699 「ﾎﾟﾊﾟｲ」事件を中心としたｷｬﾗｸﾀｰの法的保護の一考察
平成4 9700 真正商品の並行輸入は商標権を侵害するか
平成4 9701 流通業における情報化戦略
平成4 9702 ｴｲｽﾞとｴｲｽﾞ問題に対する対策
平成4 9703 Computer Assisted Instrution　-情報化社会に対応する教育を目指して-
平成4 9704 日米M&Aとその比較について
平成4 9705 今、私たちにできること　-循環構造型社会に向けて-
平成4 9706 ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱのｼｽﾃﾑ
平成4 9707 「生活科」を生かす
平成4 9708 ｱﾙｺｰﾙと人間
平成4 9709 ｺﾒについて考えること　-緊迫する自由化論争の中で-
平成4 9710 確定節文法(Defeinite Clause Grammer)による古文の自然言語処理
平成4 9711 CAIとﾊｲﾊﾟｰﾒﾃﾞｨｱ
平成4 9712 TURBO Pascalによるｹﾞｰﾑ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの実践
平成4 9713 並列処理ｼｽﾃﾑと並列論理型言語ＧＨＣ
平成4 9714 ﾆｭｰﾒﾃﾞｨｱの動向について
平成4 9715 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの発展について
平成4 9716 ﾏﾘｰﾅの採算性の地域的効果の研究
平成4 9717 地球環境問題と新しいﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑの展開
平成4 9718 ”静けさ”の経済的評価　-ﾍﾄﾞﾆｯｸｱﾌﾟﾛｰﾁと計量経済ﾓﾃﾞﾙ-
平成4 9719 都市公園施設の最適配分に関する計画学的研究

平成4 9720
運河周辺地域整備の地域的効果の計測・評価　-重回帰分析による小樽
運河の観光経済効果に着目して-

平成4 9721 買物行動とｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰの立地に関する基礎的研究
平成4 9722 国営公園の重回帰ｱﾌﾟﾛｰﾁによる需要推定の基礎的研究
平成4 9723 総合公園のHuff型ﾓﾃﾞﾙｱﾌﾟﾛｰﾁによる需要測定の基礎的研究
平成4 9724 生活環境（安全性）の多属性公用関数による分析
平成4 9725 最短路問題　-ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによるｱﾌﾟﾛｰﾁ-
平成4 9726 ﾆｭﾗﾙﾈｯﾄﾜｰｸの研究　-Hopfieldﾈｯﾄﾜｰｸの巡回ｾｰﾙｽﾏﾝ問題への応用-
平成4 9727 情報ｾｷｭﾘﾃｨ
平成4 9728 推論制御によるﾃﾞｰﾀ･ｾｷｭﾘﾃｨ
平成4 9729 Oberonによるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの研究
平成4 9730 情報ｼｽﾃﾑ構築の重要性
平成4 9731 ﾘﾚｰｼｮﾅﾙﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの研究　-Paradoxによるｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの作成-
平成4 9732 公開鍵暗号の研究
平成4 9733 産業連関分析に関する研究　-北海道地域産業連関表による経済分析-
平成4 9734 ﾌｧｼﾞｲ理論による意思決定法
平成4 9735 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ思考ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに関する研究
平成4 9736 完全情報2人零和ｹﾞｰﾑにおける思考ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑに関する研究
平成4 9737 暗号解読に関する研究
平成4 9738 丸め木による探索ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとその最適化問題への適用に関する研究
平成4 9739 遺伝的ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとその最適化問題への適用に関する研究
平成4 9740 ｢圧縮ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ｣に関する研究
平成4 9741 ｢現実社会と囚人のｼﾞﾚﾝﾏ｣に関する考察
平成4 9742 ｼﾞﾚﾝﾏｹﾞｰﾑとつき合い方の関係について
平成4 9743 展開形ｹﾞｰﾑについての考察
平成4 9744 譲渡可能効用をもつ協力n人ｹﾞｰﾑ
平成4 9745 ﾌﾟﾘﾝｼﾊﾟﾙ=ｴ-ｼﾞｪﾝﾄ･ﾓﾃﾞﾙ
平成4 9746 ｹﾞｰﾑ論の分析
平成4 9747 有限ｾﾞﾛ和2人ｹﾞｰﾑとその解法
平成4 9748 ｹﾞｰﾑ論的経済分析　-ﾁｪｰﾝﾊﾟﾗﾄﾞｯｸｽ-
平成4 9749 経営における人間　-仕事への人のｴﾈﾙｷﾞｰ-
平成4 9750 寡占と経済ﾓﾃﾞﾙ
平成4 9751 非協力ｹﾞｰﾑの分析
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平成4 9752 非協力ｹﾞｰﾑの均衡戦略概念
平成4 9753 複占市場における経済ｹﾞｰﾑ
平成4 9754 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ生産ｼｽﾃﾑとその日程計画
平成4 9755 MPRｼｽﾃﾑにおけるﾘｰﾄﾞﾀｲﾑと在庫量の関係
平成4 9756 知的生産ｼｽﾃﾑ
平成4 9757 多目的ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞ問題の一解法
平成4 9758 ｿﾌﾄｼｽﾃﾑ方法論　-企業への適用-
平成4 9759 遺伝ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑによる最適化
平成4 9760 伝統的CAIから知的CAIへ
平成4 9761 多目的最適化問題－経営意思決定への応用－
平成4 9762 Computational Analysis of Katherine Mansfield's Writings
平成4 9763 East of Eden ; The Genesis Restored By John Steinbeck

平成4 9764
WORLD INDEX TO UNICORNⅠ,Ⅱ,ⅡB ABD ITS VOCABULARY
ANALYSIS

平成4 9765 Jack Kerouac on the Road
平成4 9766 Word Index to Milestone to English Ⅰ,Ⅱ,ⅡB and its Vocabulary Analysis
平成4 9767 The Children in Lord of the flies
平成4 9768 Word Index to Pioneer English Ⅰ,Ⅱ,ⅡB　and　its Vocabulary Analysis
平成4 9769 Roymond Chandler´s Detective Stories
平成4 9770 Gatsby and American Dream
平成4 9771 WORDWORTH AS A NATURE POET
平成4 9772 World Index and Vocabulary Analysis of Highroad to English Ⅰ,Ⅱ,ⅡB
平成4 9773 Keats' Poetical view in His Odes
平成4 9774 What macbeth Tells Us
平成4 9775 On Methods of Teaching English Auxiliaries in Japan
平成4 9776 Time References of to Infinitives and Gerunels.
平成4 9777 Some Problems with English Language Education in Japan

平成4 9778
On Succesiful Communication with English Narive Speakers -Including
Some Useful Expressions-

平成4 9779 On seymour glass in Salinger's works
平成4 「9780」は修士論文
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